
  
生徒が安心して登校できる「居場所」を作る！ 
～一人ひとりの生徒に寄り添う菫中 SSR～ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～笑顔いっぱいの学校園に～
 

２Ｂ Positive!!
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SSRの開設当初、まずは登校することを目標にし
た生徒や自分のペースで勉強を進めたい生徒たちの
利用から始まりました。初めはひと月に 30名程度
の利用でしたが、現在では、不登校生徒だけでな
く、友人とのトラブル等でクールダウンのために利
用する生徒も利用するなど、1日に約 20名が利用
するまでになりました。 
これからも菫中の SSRが、生徒一人ひとりの心に
寄り添った大切な「居場所」になることをめざし、
取組を進めていきたいと思います。 

開設当初、SSRが不登校の生徒にとって居心地の良い場所であるために、
どのような空間であるといいか教職員で話し合いました。個別のブースであ
ること、周りの子が気にならないレイアウトであること、窓に遮光板を貼り、
外からの視線を遮ることなど工夫しました。その結果、小学校の時に不登校
だった生徒が少しずつ SSR に登校し、ついに教室へ入室できるようになっ
た事例もあります。保護者からは、「SSRなら登校できる」「学校で落ち着い
て勉強に取り組めるようになった」と喜びの声が届いています。また、SSR
では、教員だけでなく、スクールサポートスタッフや学校元気アップコーデ
ィネーター、地域ボランティアの方と連携し、生徒が安心して過ごすことが
できるよう、常時見守り体制もとっています。       

 
お互いが見えない配置に
なっています。 

生徒が安心して過ごせる工夫が感じられます！ 

SSRを効果的に運用している工夫が見られます！ 

 その日の過ごし方や連絡事
項をやりとりしています。 
 

 生徒の学年や学習の場所
を把握しています。 

 

 

「SSR 時間割」を活用し、
副校長先生やボランティア
の方にも担当を割り当て、
教員の負担をなるべく小さ
くする工夫をしています。 

 

 

SSR利用生徒の１日（例） 

保護者がミマモルメに通知 

→登校 

→生徒が職員室へ連絡 

→SSR入室 

（監督者が PCで生徒の登校 

を全職員に通知） 

→下校 

今年度初の発行となる第２４号では、開設され３年目となる菫中学校の「スクールサポートルーム（SSR）」と、昼休みや放課

後の生徒を見守り、学校教育活動を支える「学校元気アップ地域本部事業」について紹介します。ぜひご一読ください。 

【城東区教育関係事業】スクールサポートルーム(SSR)とは・・・ 
令和４年度より城東区の教育関係事業「学校内における不登校児童生徒の居場所づくり」の一環として、
登校はできるが教室に入りにくい、または集団での生活が難しい児童生徒が、学校内で過ごせるよう整備
された空間です。現在、これとは別に、大阪市全体においても、城東区と同様の取組として、令和６年度より、
「スペシャルサポートルーム」という名称でモデル校設置が進められています。 
 

●SSRの様子● ★スクールサポートルーム（SSR）の様子★ 


